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A B S T R A C T

The Monitor systems (screen monitor, wire scanner, button monitor, and current monitor) used 

for the 1.2GeV Stretcher-Booster ring are described.

S T B リ ン グ の モ ニ タ ー 系

1 、はじめに 
東 北 大 学 核 理 研 で は 、現 在 1. 2 G e V ストレッ 

チャ 一 * ブ ー ス タ ー リ ン グ （STBリング）を建設中 
である。⑴このリングは運転調整を行うためスク 
リーンモニタ、ワイヤスキャナモニタ、ボタンモニ 
夕、 カレントモニタの4 種類のモニタを使用する。 
それぞれのモニタの設置位置を図1 に示す。

図 1 S TBリ ン グ モ ニ タ ー 配 置 図

2 、 ス ク リ ー ン モ ニ タ

スクリーンモニタは、電子ビームが金属酸化物の 
セラミックスの薄い板を通過するときにでる光を観 
測することによりその位置と大きさをモニタするも 
のである。このタイプのモニタは、簡単な構造であ 
り、特別な解析を行うことなく直接人間の目で観測 
できるため広く使用されている。但し、ビーム軌道 
をさえぎるためリング内のビームモニタとしては限 
定されたものとなる。STBリングでは、電子ビーム 
をライナックからリングへ入射するリング入射系 
と、リングからとりだしたビームを測定ステ一シヨ 
ンまで導くためのビーム輸送系に12台のスクリ一 
ンモニタを使用している。

金属酸化物としては、0.5mmtの酸化ベリリューム 
を使用した。酸化ベリリュームは、300M eVライ 
ナック、SSTRでも使用しており、充分な光の強度 
をもち、 ライナックからの最大出力でも割れにく
い。

スクリーンモニタの観測はモニタカメラを使用し 
画像として制御室のディスプレイに表示する。従来 
は、カメラからのビデオ信号を直接制御室まで引き 
込 みモニタ T V に写しだしていたが、STBリングで 
はカメラからの信号をコンピュー夕を用いて画像 
デ一夕として取り込み、100Mの Ethernetをとおして 
制御室内の制御用端末に表示する方式とした。ビデ 
才信号を画像デ一夕とすることで、従来オペレータ 
が目で見て確認していたビーム位置、大きさの情報 
をコ ン ピ ュ ー タ を 使った画像処理によりリ ア ル タイ 
ムに得ることができる。この詳細については別の機 
会に報告する予定である。



3 、 ワ イ ヤ ス キ ャ ナ モ ニ タ

ストレッチャー運転における入射時のリング内 
ビーム軌道を調整するために、ワイヤスキャナモニ 
夕を使用する。（図2) ワイヤスキャナモニタは先端 
部分に張られたタングステンのワイヤをビーム軌道 
を横切るように移動させ、電子ビームがあたったと 
きに放出される二次電子を信号として捕えるもので 
ある。

垂直及び45度の角度に張られた2本のワイヤによ
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この信号がリングべのビーム火射のダイミングで測 
定する必要があり、どくにこの時間には入射用キッ 
ガーが動作しておりノイズの影響を抑える必要があ 
る。そのため、ワイヤーは実際にビームを横切るも 
のと、長さを同じにした別のワイヤをよりあわせア 
ンプの差動入力へ接続し、同相信号を抑えるように 
工夫した。またストレッチャー入射時は、ターン毎 
にビーム軌道が異なるため信号は入射時からの時間 
のずれを用いて周回数を決め息必要がある。

ワイヤへッドの駆動にはNSK社の位置決めテ一 
ブルを用いた。位置決めテ一ブルの仕様は以下の通 
りである。実際にチャンバーを真空に引き動作テス 
トを行った結果、仕様どおりの性能を満足した。

ストローク 100mm及 び 150mm
位置決め精度  0.02mm
繰 り 返 し 位 置 決 め 精 度 ±  0.003mm 
最小設定単位  0.01mm

このワイヤモニタからの信号の取り込み及び制 
御 、位置情報の処理を行うためVXIバスのシステム 
を用いた。VXIバスは各種の計測用モジュ一ルが市 
販されており、 またVME仕様のモジュールも便う 
ことが可能である。V X Iコ ントローラと A D C モ 
ジュールの仕様を以下に示す。

V X Iコン ト ロ ー  ラ仕様 
CPU Pentium 133MHz
ハ ー ド デ ィ ス ク  1.2GB
メ モ リ  32MB
使用 OS WindowsNT

ADCモ ジ ュ ー ル 仕様 
入 力 チ ヤ ン ネ ル 数  8bit 8ADC
サ ン プ リ ン グ レ ー ト 40MHz 
FIFO 2KB/channel

図 2 ワ イ ヤ モ ニ タ 全 体 図 及 び ワ イ ヤ モ ニ タ へ ッ ド

り、ビームの位置を測定する。タ ン グ ス テ ン ワイヤ 
より得られる信号強度は、ビームの大きさを5mm、 
ワイヤの径を50 バ 、 タ ン グ ス テ ン の efficiencyを3% 
とするとビーム中心にワイヤがあるときビーム強度 
の 0.04%の電流が得られる。実際のビーム電流を20 
ju A か ら 20m Aとすると約8nAか ら 8 / / A となる。

4 、 ボ タ ン モ ニ タ
ブ ス タ ー お よ び ス ト レ ー ジ運転時のビ ー ム 位置検 

出のため9 箇所にボタンモニタを設置した。構造を 
図 3 に示す。出来上がったチャンバをKEKの放射光 
施設に持ち込みァンテナ法により位置感度を測定し 
た。結果を図4、5 に示す。これからわかるように電 
気的中心のばらつきはx方向、y方向とも250" 以内 
に収まってい る 。 ただ、真空引きロがつ い て い る ダ



図 6 D C C f " ——
D C C Tはリング内の電子ビームの電流値を測定す 

るもので、図 6 に構造を示す。 回 路 系 は B ergozの 
M PCTを使用している。

図 3 ボ タ ン モ ニ タ
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図 4 測定結果より求めた電気的な中心位置
(9台 の ボ タ ン モ ニ タ を ブ ロ ッ ト。全 て マ イ ナ ス  

側にシフトしているめは測定架台に設置する と  

きのエ ラ ー と 思わK 名。）

6 、まとめ
S T B リングの運転は9 月からはじまる予定であり現 
在細部の調整を行っている。まだ、リング全体を動 
作させてのノイズの影響等の調査は出来ていない。

今回のモニターの製作にあたりK E K の皆様に適 

切な助言と協力をいただいたことに感謝いたしま
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ク H こ つ い て は、y 方向のずれが他のものより太き 
かった。引きロとチヤンバーの仕切りにある開口部 
に メ ツ シユを入 れ て あるが若 干 の イ ン ピ ー ダ ン ス の  

変化があるためと思われる。 ：
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図 5 中心付近での x 方向及び y 方向の位置感度 
(ほ ぼ Sx=12.8、Sy=35.9付近にある。)
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